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119 産業革命（2）

産業革命は交通革命でもある
１）産業革命は初期には綿織物、陶器など日用品を作る軽工業を発達させた。しかし、次第に機械を作る機械工業、その素材

を製造する製鉄業などの【1: 】の発展を見た。動力源となる石炭業も発展した。交通手段にも革命が起きた。こ

れらは社会に大きな影響を与えた。

２）当時のイギリスでは、主な燃料は【2: 】。そこで炭鉱の機械化が真っ先に進んだ。

①ニューコメンの大気圧機関 Thomas Newcomen 英1663-1729 学校教育に恵まれず。小鉄工所のオーナー技術者

1705年 高圧蒸気を使わずに大気圧で動く一種の蒸気機関のしくみを発明した。

1712年 実用化 シリンダー内に低圧蒸気を送り、急冷して液化させ、シリンダー内を真空化して、大気圧にピストン

を押させる方式である。シリンダーが冷却器も兼ねていた。燃費は最悪だった。

それでも、欧州各地で炭坑の揚水用機関として、1769年にワットがはるかに効率の高い蒸気機開を開発するまで、

半世紀にわたって広くもちいられ、無視することはできない発明である。ニューコメンが実用化したのは、厳密に

は蒸気機関とは言えず、改良された「大気圧機関」であるが、通例≪ニューコメンが蒸気機関を発明した≫と表現

され、そのように出題されている。

②1769年、【3: 】 は、ニューコメンの「蒸気機関」に画期的な改良を加えた。
James Watt スコットランド 1736-1819 機械技師で発明家、数学者

シリンダーと冷却器を分離、熱効率を２倍以上にし、石炭消費量の大幅削減に成功した。石炭搬出、排水ポンプなどに

利用された。シリンダー内の圧力は大気圧程度で高圧蒸気機関とは言えない。

３）1781年、ワットは、往復運動を回転運動に変えることに成功した。地味だが偉大な発明である。

それまで単なるポンプ用の動力源（往復運動で充分）にすぎなかった蒸気機関に、あらゆる機械の動力に応用できる可能

性を開き、「機械の時代」を到来させた。

４）【4: 】の発達････蒸気機関の動力への応用によって成立した。

工作機械の進歩で鉄板を正確に加工できるようになった。一般に機械とは次の①②③を備えたものを言う。

①動力装置（例 蒸気機関） ②伝導装置（例 ベルト、シャフト） ③作業装置（例 力織機）

５）製鉄の熱源は木炭で既に甚だしい森林破壊が起きていた。【5: 】父子 Darby 父1677-1717、子1711-63 がずっと火力

の強いコークス（石炭を加工した強力な燃料）を使ったコークス製鉄法(1709)を開発、更にヘンリー=コートが反射炉を発

明（1784）したことで、鍛鉄の大量生産が可能になった。製鉄都市として繁栄したのは、【6: 】である。

６）蒸気機関が運搬に本格的に利用されるのは、1820年代以降である。
蒸気機関車、蒸気船は、ほぼ同時期に実用化、営業運転を始めている。

イギリスでは、18世紀後半には、運河網が形成されていた。

皇太子徳仁親王殿下のオックスフォード大学の論文は18世紀のテムズ川の

交通史（蒸気機関、蒸気船以前のテムズ川）についてのものである。

蒸気機関の普及で、国内の物資輸送は運河・河川の水上輸送から鉄道輸送

に移行。海上輸送も蒸気船が主役となった。

≪蒸気機関車≫ 右図に路線図を記せ。

蒸気機関車の発明者はリチャード=トレビシック 1771-1833

世界初の高圧蒸気機関を開発、搭乗可能な最初の蒸気機関車を製作し、

1804年軌道上の初走行に成功している。高圧蒸気機関だけを蒸気機関

と呼ぶなら、その発明者はトレビシックであろうが、出題されること

はまずない。

【7: 】1781-1848 は、1814年、蒸気機関車を製作

1825年 ロコモーション号 ストックトン ～ ダーリントン間で

貨客輸送実用運転に成功

1830年 ロケット号 リヴァプール ～ マンチェスター間の

45Kmで営業運転に成功

イギリスでは、その後、鉄道建設が急速に進み、19世紀半ばには鉄道網が

形成された。大陸諸国でも、19世紀後半には、鉄道のネットワーク化が進んだ。鉄道建設は製鉄業など重工業を一層発展

させた。

≪蒸気船≫

1807年 【8: 】1765-1815 は、世界最初の外輪式蒸気船クラーモント号を建造。ハドソン川で商業航行した。

ハドソン川はアメリカ、ニューヨークのすぐ西にそそぐ河川。

1819年 外輪式蒸気船サヴァンナ号は、27日間で初めて大西洋横断に成功するが、大半は帆走。蒸気機関での航行はたった

85時間であった！

1830年代後半、スクリュープロペラの採用で高速航行可能に

1838年 スクリュープロペラ推進の蒸気船シリウス号は、史上初めて蒸気機関だけで大西洋を横断した。しかし、途中で石

炭を使い切り、家具や帆走用マストなどを燃やしてようやく到着。

1869年の【9: 運河】の開通でイギリスとインドはますます近くなった。

７）蒸気船、蒸気機関車の登場で大量の人員と物資が安全に速く輸送できるようになり、世界の諸地域が短時間で結びつけら
れ、電信網の整備とともに、世界の一体化を加速度的に推し進めた。これを、交通（運輸）革命と言う。
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パックス=ブリタニカ、世界の一体化
１）19世紀半ばのイギリスは「【10: 】」と呼ばれるようになった。ただし19世紀末までの意外なほどの短期間。

イギリスは、世界中から工業原材料を輸入し世界中に工業製品を輸出していた。

イギリスの巨大な軍事力と経済力で、イギリス中心の国際秩序が形成・維持され、「世界が大英帝国の下に安定し平和にな

った」とみなされ、これを【11: 】と表現する者さえいた。

言うまでもなく、１、２世紀、古代ローマ帝国黄金時代、圧倒的軍事力で地中海世界の平和を保った「パックス=ロ
マーナ」のパクりである。

２）19世紀半ば以降、ヨーロッパ（特にイギリス）が主導権を握って、南北アメリカ、アジア、アフリカをも巻き込んで、世

界が相互に深い関連を持ちながら動くようになった。これを【12: 】と呼ぶ。言い換えれば、世界が、｛イ

ギリスとそれを追い上げる後発資本主義国｝および｛両者のいずれかに従属する地域｝へと再編された。

産業革命の伝播と世界市場 伝播 って読めるか？ 答：でんぱ

1760年代のイギリスに始まった産業革命はヨーロッパ、アメリカはもちろん、世界中に伝播した。

イギリスからの機械と技術の輸入は、ナポレオンによって禁止され、イギリスも機械輸出禁止法（1718・74・81年）で輸

出を禁止していたが、ナポレオン戦争後の1825年には一部が解除され、1843年に全面的に廃止された。

１）各国の産業革命の進展

① ベルギー ・・・・・・ 独立した1830年代から産業革命が本格化した。イギリスに次いで史上２番目。

②【13: 】・・・・ ナポレオンの保護政策で機械化が始まったが、フランス革命で小土地所有者となった農民が

社会に定着し、農民層の分解が遅れたため、進展は穏やかだった。製鉄業の発展した第二帝

政期 1852-70 に本格化した。

ミュージカル化された『レ・ミゼラブル』は1815～1833年のフランスを舞台にしている。

③【14: 】・・・・ プロイセンが関税同盟 1834年結成 による統一市場の形成を進めた1830年代から石炭・鉄鋼・

機械など重工業中心の産業革命がラインラントで始まった。1871年、ドイツ帝国に統一され

アルザス・ロレーヌを得て、国家の保護政策の下、重化学工業が発展。19世紀末にはフラン

スを抜いてイギリスに迫った。

④【15: 】・・・・ 1810年代の米英戦争のころから機械化が始まり、南北戦争期 1861-65 に北部で本格化した。

開拓農民が多く労働力は常に不足。

⑤【16: 】と ロシア・・・ 1890年代に、国策により産業革命を推進する。日本では、この時期の重工業諸施設が「明治

日本の産業革命遺産」として、2015年、ユネスコの世界遺産指定を受けた。

２）大量の工業原料を供給したのは、アジア・アフリカ・南北アメリカなどの国と地域。

その経済と生産はゆがんだ発展を余儀なくされた。 例 モノカルチャー

３）絶えず労働力不足の原料供給地の国と地域に対して、次の①②が行われた。

①出稼ぎや【17: 】が盛んに行われた。

参考：「母をたずねて３千里」（原題は「クレオ」 デ･アミーチス原作） 「世界名作劇場」など数回映像化された。

1882年、ブエノス・アイレスに出稼ぎに行ったきり音信不通になった母を、マルコ少年が探しに行く物語。

②南北アメリカへは、アフリカから大量の【18: 】が運ばれた！

４）1870年代半ばから長期化した世界経済不況の中で、欧米諸国の経済構造は鉄鋼、化学、機械など重化学工業における第二

次産業革命によって再編された。その勝者は【19: 】とドイツだった。もはやイギリスは「世界の工場」では

なくなったが、蓄積した資本の力で金融帝国を築き「世界の銀行」として君臨した。

第二次産業革命を成功させた諸国は、資本主義が一定の段階まで発展すると、「【20: 】」という段階に到達

した。高度に発達した資本主義列強が植民地を奪い合う結果、戦争が不可避となる。こうして20世紀に人類は２度の世界

大戦の惨禍を見た。たしかに戦争の原因は人間の心の中に棲んでいるが、それは主として経済的要因が規定している。詳

しくは別項に譲る。

2003 学習院大学 抜粋・編集

①産業革命期における中心的な産業は何か。以下の中から選べ。 毛織物業、鉄鋼業、鉄道業、綿工業

②前記の産業で世界最初の工場制が確立したといわれるが、その最初の工場を設立した人物の名前を書きなさい。

③前記の工場を稼動させるためのおもなエネルギーは何が使われていたか。

④ここでの再生不可能なエネルギーとは石炭のことであるが、1775年に高性能の蒸気機関を完成した人物は誰か。

⑤19世紀にはいると、蒸気力を利用して高性能の蒸気機関車を製作する試みがなされるようになるが、1830年にロケット号を

完成させた人物は誰か。

⑥木造船ではアメリカで1807年には、蒸気の力で走行するクラーモント号が登場していた。この船を発明した人物は誰か。

⑦1819年に機帆船で最初に大西洋を横断した船はサヴァンナ号であるが、この船がイギリスのリヴァプールに入港したときに

積載していた主要な積荷は何か。代表的なものを一つ記しなさい。

⑧18世紀のイギリスの製鉄業者で、石炭による製鉄技術を発明した人は誰か。

⑨1832年に中国の広州に設立されたイギリスの商社で、アヘン貿易を主として営み、イギリスの対中国進出で中心的役割を果

たした会社がある。その会社の名前を書きなさい。

⑩イギリスは植民地支配を繰り広げるために高性能の軍艦を迅速に派遣する必要があった。そのために、スエズ運河の支配ば

戦略的に重要であり、1875年には時の首相は運河株を買収し、これを支配下においた。このときのイギリスの首相は誰か。

①綿工業 ②アークライト ③水力 ④ワット ⑤スティーヴンソン ⑥フルトン

⑦綿花 ⑧ダービー ⑨ジャーディン=マセソン商会 ⑩ディズレーリ


